
基礎看護学方法論Ⅲ①
Ａ：看護過程とは

ここでの目的

１．「看護過程とは」が言える。

２．看護過程の構成要素が言え、概要が

理解できる

３．看護過程の利点が理解でき、必要性

が納得できる。



看護過程について
知っていることは？
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看護過程の展開のイメージは？

わからな
い！

書けない！ 難しい！



看護過程を展開する実習で、
なぜ実習記録が書けないのか？

①看護過程を展開できていない

②練習不足

③間違うことへの負の意識



なぜ看護過程が必要なのか？
利点は？

教科書ｐ222を見てみよう！



看護過程の展開がどうなりたい？



そのためにはどうする？



看護過程を学習する前に

看護とは

【日本看護協会の看護の定義】

看護とは、健康のあらゆるレベルにおいて個人
が健康的に正常な日常生活ができるように援
助することであり、この場合の健康のあらゆる
レベルにおける援助というのは、健康危険、健
康破綻、健康回復など健康のどのレベルにお
いても、対象となる人がそれまで持ち続けてい
た生活リズム（健康な状態）にまで整えるという
ことである。



看護過程とは

１．看護過程の変遷

1859年：ナイチンゲールが「観察」の重要性

を説く

1955年：ホールが、初めて「看護過程」と言う

言葉を使う。

１９６０年代に入って看護過程

が多くの人によって分析

1975年：マンディンガーとジョーロンによって

５ステップの看護過程が示される。

・オーランド
・ウィーデン

バック
・ロイ

など



わが国における看護過程の発展
1960年代後半：導入され始める

1980年代にかけて

①オーランドの「人間関係の過程」

②ユラらの「問題解決法の構造を取り入れた

過程」

①か②か混乱したが、①は実践の中に包括される
ものと考え②の考え方が取り入れられている。

Ｙｕｒａ，Ｗａｌｓｈ

看護過程とは「看護の目標を成し遂げるための計
画的な一連の行為」



看護過程とは

「書くこと」ではない

「看護を科学的に、知的に実践するた
めの不可欠の道具である」

看護過程を効果的に用いるためには、
看護師の看護観・看護とは何かを明確
にすることが重要！





看護過程を効果的に用いるために

看護過程は、対象を理解しながら、看護の
目的遂行の為に行われる看護上の問題解
決的アプローチである。


